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自然災害から身を守るために

●自分が住んでいる地域の災害リスクの確認
　「町総合防災マップ」や「えひめ土砂災害情報
マップ」などで住んでいる地域の災害リスクを調
べ、避難する必要がある場所なのかどうか確認す
ることが大切です。自宅で安全が確保できる場合
は、「在宅避難」も検討しましょう。

情報の入手方法

●安全な避難先の検討
　避難所だけでなく、安全な親戚・知人宅などに
避難する「分散避難」は、新型コロナウイルスな
どの感染症対策として有効です。体調や集団生活
に不安のある人は、自身にとって最適な避難先を
あらかじめ決めておきましょう。

町メールマガジン

　防災行政無線で放送する情報をメールでお知
らせします。
　メールマガジンの登録は町ホームページから
行えます。
　「砥部町メールマガジン」で検索するかQR
コードで検索してください。

えひめ土砂災害情報マップ

　県内の土石流や地すべり、がけ崩れなど土砂
災害の危険がある場所を色付きで示したマップ
です。

電話応答サービス

　テレホンサービス専用番号に電話をかけると
防災行政無線で放送する情報を確認出来ます。

　登録がうまくできないなど、お困りの際は、
役場総務課か広田支所までお気軽にお越しくだ
さい。職員が窓口で対応します。

テレホンサービス専用番号
☎０８９－９０７－０２０２

◀町HPを確認

◀
えひめ土砂災害
情報マップHPを

確認

　これから梅雨や台風など、本格的な出水期を
迎えます。年々、大雨や土砂による災害が激甚
化・頻発化する中、いつ町内でも災害が起こる
か分かりません。
　災害から身を守るために、次の内容について
確認し、日頃から災害に備えましょう。

問総務課危機管理室☎（９６２）６１１０

砥部町　メールマガジン

毎日の食事が非常食に！

ローリング
ストック

備える

消費する買い足す

●備蓄品、持ち出し品の準備
　飲料水や非常食、生活必需品などは最低３日分
（大規模災害を想定する場合１週間分）備蓄して
おきましょう。防災のために特別なものを用意す
るのではなく、できるだけ普段の生活の中で利用
する食品などを備えるようにしましょう。
　また、常備薬や携帯電話の充電器なども備えて
おくと良いでしょう。
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ニ
ュ
ー
ス

今月の表紙「のりあいタクシー事業」
　今月の表紙は、のりあいタクシーを利用して外出先から自宅へ
帰るところを撮影させてもらいました。買い物や通院のために週
に２回ほど利用しているそうで、「主人に送迎を頼むこともあるけ
れど、砥部タクシーに電話するだけで利用できて便利だからよく
使っていますよ」と教えてくれました。
　町では、交通機関を整備することで住みよい町にしたいと考え
ています。また、高齢者が運転免許証を自主返納しやすくなり、
交通事故の抑制にもつながります。

総合計画　目標８
「快適な住民生活を支える社会基
盤を実現します」

春季スポーツまつり
　ペタンク 20チーム 66人、グラウンドゴルフ 15チーム 48人が参加し、町スポーツ協会主催
の春季スポーツまつりが３年振りに開催されました。

順 位 チーム名
１ 位 とべスマイルA（写真１）
２ 位 ほっけの太鼓A
３ 位 北川毛C

グラウンドゴルフ団体

順 位 氏名（敬称略）
１ 位 銀岡盛夫（写真１中央 )
２ 位 越智勇
３ 位 中川文枝

グラウンドゴルフ個人
１

２

順 位 チーム名
１ 位 さかえA（写真２）
２ 位 天神A
３ 位 戎A

ペタンク

こどもの日まつり
　広田小学校の児童を中心に、保護者や地域
の人が参加し、「こどもの日まつり」が開催さ
れました。
　３年ぶりの開催に参加者みんなの笑顔があ
ふれ、世代を超えた交流が図られた楽しいイ
ベントとなりました。

日程　４月 10日　場所　陶街道ゆとり公園多目的広場　問町スポーツ協会☎（962）6766

日程　５月１日　場所　高市町民グラウンド（旧高市小学校）　問学校教育課☎（962）4820
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お
知
ら
せ

修
理
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
調
査
方
法

　

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、

メ
ー
タ
ー
器
を
見
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー

タ
ー
の
コ
マ
が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
で

す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
工
務
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
０
１

メ
ー
タ
ー
管
理
の
お
願
い

　
メ
ー
タ
ー
・
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
横

の
バ
ル
ブ
）
が
故
障
し
て
い
れ
ば
役
場

で
修
理
し
ま
す
。
水
が
止
ま
ら
な
い
な

ど
の
故
障
が
発
生
し
た
と
き
は
、
上
下

水
道
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
内
の
漏
水
に
注
意
！

　
使
用
水
量
が
い
つ
も
に
比
べ
て
多
い

と
き
は
、
屋
内
で
漏
水
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇

口
ま
で
の
配
管
や
装
置
器
具
は
使
用
者

の
管
理
責
任
で
す
。
使
用
水
量
に
異
常

が
見
ら
れ
る
と
き
は
早
め
に
調
査
し
て

６
月
１
日
～
７
日
は
「
水
道
週
間
」

　
６
月
17
日
～
23
日
は
県
の
「
男
女
共

同
参
画
推
進
週
間
」、
23
日
～
29
日
は
国

の
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
自

分
と
自
分
の
周
り
の
生
活
や
働
き
方
を

振
り
返
り
、
男
女
が
共
に
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
に
気
付

き
、
向
き
合
い
ま
し
ょ
う

　
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
」
と

は
、「
無
意
識
の
偏
っ
た
モ
ノ
の
見
方
」

の
こ
と
で
す
。「
一
家
の
大
黒
柱
と
聞

く
と
男
性
を
思
い
浮
か
べ
る
」「
子
育
て

中
の
女
性
に
長
期
出
張
は
無
理
だ
と
思

う
」
な
ど
が
当
て
は
ま
り
、
私
た
ち
の

日
常
や
職
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
は
、
誰

に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
無

意
識
に
相
手
の
こ
と
を
決
め
つ
け
た

り
、
押
し
つ
け
た
り
し
て
し
ま
う
と
、

相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
自
分
自
身
の
可

能
性
を
狭
め
た
り
す
る
な
ど
の
影
響
が

あ
り
ま
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
を
一
人

一
人
が
意
識
し
、
向
き
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

６
月
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
週
間
」

コ
マ

大
雨
の
と
き
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
早
め
に
避
難

●
が
け
下
や
河
川
近
く
に
お
住
い
の
人

は
、
大
雨
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注

意
し
て
、
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、
暗
く
な
る
前
に
避
難
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
呼
び
か
け
に

も
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
の
と
き
は
、
気
象
情
報
に

注
意 ６

月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険

度
が
高
ま
っ
た
と
き
は
「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
大
雨
警

報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の
防
災

気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

問
建
設
課
土
木
係

☎
（
９
６
２
）
６
０
１
０

総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

▲
気象庁HPを
確認

お
知
ら
せ

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

アンコンシャスバイアス具体例

偏見・思い込み
男性は家事が下手

女性は料理が得意

血液型がＡ型の人は
真面目で誠実

関西人だから
お笑いが好き

年配者はパソコン
操作やSNSの使い
方に不慣れ
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問総務課総務管理係☎（９６２）６１１０

実施機関 町長

請求件数 23件

請求
対象

745
ページ

公開
全部公開 ４件

部分公開 19件

非公開 ０件

不存在 ０件

取り下げ・却下件数 ０件

不服申し立て件数 ０件

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

町
施
設
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

３
，
８
８
９
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
と
前
年
比
で

25
％
削
減
で
き
ま
し
た
。
主
な
要
因
は

町
内
施
設
の
電
気
使
用
量
が
減
少
し
た

た
め
で
す
。

※
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
温

室
効
果
ガ
ス
を
二
酸
化
炭
素
に
換
算

し
、
そ
の
重
さ
を
表
す
単
位
で
す
。

　
庁
内
で
の
各
課
の
取
り
組
み
状
況
な

令
和
３
年
度
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
取
組

結
果
の
公
表

　
令
和
４
年
度
か
ら
児
童
手
当
に
つ
い

て
、
次
の
２
点
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り

ま
す

　
毎
年
６
月
上
旬
に
、
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
「
現
況
届
」

を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
給
者
の

状
況
を
住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
確
認

し
、
児
童
の
養
育
状
況
が
変
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不

要
に
な
り
ま
し
た
。

※
現
況
届
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

②
所
得
上
限
限
度
額
が
新
設
さ
れ
ま
す

　

児
童
手
当
は
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
の
所
得
が
下
表
の
「
Ⓐ
所
得
制

限
限
度
額
」
以
上
の
場
合
、
一
律
５
，

０
０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
10
月
支
給
分
（
６
月
～
９
月

分
）
か
ら
、
下
表
の
「
Ⓑ
所
得
上
限
限

度
額
」
以
上
の
場
合
に
は
支
給
が
な
く

な
り
ま
す
。

　
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
に

所
得
が
「
Ⓑ
所
得
上
限
限
度
額
」
を
下

回
っ
た
場
合
、
改
め
て
認
定
請
求
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
６
２
９
９

児
童
手
当
の
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

個人情報開示請求
実施機関 町長

請求件数 １件

処理状況

全部開示 ０件

部分開示 １件

非開示 ０件

不存在 ０件

取り下げ ０件

令
和
３
年
度
情
報
公
開
請
求
・
個
人
情
報
開
示
請
求

件
数
の
公
表

扶養親族
等の数

Ⓐ所得制限限度額（一律 5,000 円） Ⓑ所得上限限度額【新設】
所得額 収入額の目安 所得額 収入額の目安

0 人 6,220,000 円 8,333,000 円 8,580,000 円 10,710,000 円
1 人 6,600,000 円 8,756,000 円 8,960,000 円 11,240,000 円
2 人 6,980,000 円 9,178,000 円 9,340,000 円 11,620,000 円
3 人 7,360,000 円 9,600,000 円 9,720,000 円 12,000,000 円
4 人 7,740,000 円 10,020,000 円 10,100,000 円 12,380,000 円
5 人 8,120,000 円 10,400,000 円 10,480,000 円 12,760,000 円

児童の人数＋年収 103万円以下の配偶者の場合の例

情報公開請求

ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎
（
９
６
２
）
７
４
４
６

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

老
齢
基
礎
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
期

間
や
免
除
期
間
な
ど
が
、
原
則
と
し
て

10
年
（
１
２
０
月
）
以
上
あ
る
人
は
65

歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
受
給
額
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
（
４
８
０
月
）

全
て
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
、満

額
で
、
年
額
７
７
７
，
８
０
０
円
で
す
。

任
意
加
入
制
度

　
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
「
60
歳
か
ら

65
歳
未
満
」
の
５
年
間
、
任
意
で
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
、
65
歳
か
ら
受
給
す
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
①
②
全
て
に
該
当
す
る
人

①
保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未
満

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を

受
け
て
い
な
い
人

※
納
付
方
法
は
口
座
振
替
が
原
則
で
す
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所

☎（
９
２
５
）５
１
０
５［
自
動
音
声
案
内
］

年
金
情
報
（
老
齢
基
礎
年
金
と
任
意
加
入
制
度
）▲

詳しくは
日本年金機構
HPを確認

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

は
、
期
間
中
に
１
回
の
み
無
料
で
歯
科

口
腔
健
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
期
間　
６
月
１
日
水
～
令
和
５
年

２
月
28
日
火

対
象　
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者対
象
に
な
ら
な
い
人　
①
②
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
病
院
や
診
療
所
に
６
カ
月
以
上
継
続

し
て
入
院
し
て
い
る
人

②
障
害
者
支
援
施
設
、
国
立
重
度
知
的

障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
に
よ

る
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保
険
施
設
に
入

所
・
入
居
し
て
い
る
人

申
込
方
法　
電
話
で
、
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
後
、
受
診
書
類
一
式
が
郵
送

さ
れ
ま
す
）

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課

☎
（
９
１
１
）
７
７
３
９

愛
媛
F
C
応
援
選
手
を
紹
介
し
ま
す
③

　
県
の
20
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
愛
媛
F
C
の
特
定
選
手
を
応
援
「
１
市
町
・
１
選
手
応

援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
砥
部
町
が
今
シ
ー
ズ
ン
応
援
す
る
４
人
の
選
手
を
順
次
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
地
域
振
興
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

内う
ち
だ
け
ん
た

田
健
太 
選
手

お
知
ら
せ

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
な
ど
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
受
付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
３
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
７
月
21
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
、
交
付
・
更
新
申
請

●
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

●
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

●
通
知
カ
ー
ド

●
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎
（
９
６
２
）
２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

39
背番号

ポジション DF

生年月日 1989年
10月 2日

身長 178cm
体重 70kg
出生地 三重県
前所属 ヴァンフォーレ甲府
砥部町の
好きな
スポット

五松園窯をはじめ
とした町内の窯元

県
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査
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町
民
向
け
の
情
報
発
信
手
段
と
し
て
、

砥
部
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
で
き
る
こ
と

●
町
民
向
け
の
情
報
の
受
け
取
り

●
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
の
問
い
合
わ
せ
（
ゴ

ミ
分
別
、
戸
籍
・
税
金
手
続
、
上
下
水
道

の
利
用
に
関
し
て
）

※
問
い
合
わ
せ
で
き
る
分
野
は
随
時
拡
充

し
ま
す
。

友
だ
ち
の
追
加
方
法

●
Ｉ
Ｄ
で
検
索　

@
tobe

●
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

問
企
画
政
策
課
広
報
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

　
令
和
４
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

試
験
の
方
法　
試
験
は
、
第
１
次
試
験

お
よ
び
第
２
次
試
験
と
し
、
第
２
次
試

験
は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験
の
日
時
・
場
所

７
月
10
日
日
10
時
～
・
町
役
場

受
験
手
続

①
採
用
試
験
の
申
込
書
は
、
総
務
課
で

交
付
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 https://w
w
w
.tow

n.tobe.ehim
e.

jp/②
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
６
月
10
日
金

●
持
っ
て
く
る
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

●
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
10
日
金
ま
で

の
消
印
有
効

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５

宮
内
１
３
９
２

総
務
課
人
事
係
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

町
職
員
採
用
試
験

試験区分 一般事務（上級） 保育士・幼稚園教諭（中級）

採用予定人数 ２人程度 １人程度

受験資格 平成元年４月２日から平成 13 年４
月１日に生まれた人

昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、保育士の資格と幼稚園教諭
の免許の両方を有する人または令和
5年 3月末までに取得見込みの人

募
集

募
集
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
砥
部
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
に
作
成
し
た
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、

無
料
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

企
画
政
策
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
例
）　
全
16
色

砥
部
町
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す

使
用
例　
包
装
紙
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
団
体
ユ
ニ
ホ
ー
ム
・

名
刺
・
段
ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

問
企
画
政
策
課
広
報
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

▶
詳
し
く
は

HP
を
確
認

※土木技師（初級）の試験を 9月 18日日に実施予定です。詳しくは広報とべ 8月号に掲載
します。
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募
集

日程 内容

７月３日日 開講式・
ビデオ鑑賞「坂村真民の人生と詩」

７月10日日 坂村真民の生涯

７月24日日 真民詩の魅力とその背景（１）

７月31日日 真民詩の魅力とその背景（２）

８月28日日 真民詩の魅力とその背景（３）

９月11日日 講義「記念館の特色と展示作品の解説」

９月25日日 実習「記念館の特色と展示作品の解説」・
修了式

　
来
館
者
に
館
内
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

時
間　
10
時
～
12
時

場
所　
坂
村
真
民
記
念
館
会
議
室

定
員　
25
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
、
電
話
か
メ
ー
ル
で

坂
村
真
民
記
念
館
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

坂
村
真
民
記
念
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

受
講
生

申
込
期
間　
６
月
１
日
水
～
28
日
火

そ
の
他　
修
了
者
に
は
修
了
証
書
を
授

与
し
、
10
月
か
ら
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
、
30
代
か

ら
80
代
ま
で
の
25
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

問
坂
村
真
民
記
念
館

☎
（
９
６
９
）
３
６
４
３

　

info@
shinm

in-m
useum

.jp

「
と
べ
の
里
冒
険
ク
ラ
ブ
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

　
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

野
外
キ
ャ
ン
プ
や
農
業
体
験
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運
営
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
に

興
味
が
あ
る
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

活
動
が
し
た
い
、
リ
ー
ダ
ー
力
を
身
に

付
け
た
い
と
い
う
人
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

実
施　
年
８
回
（
土
曜
日
か
日
曜
日
）

内
容

●
文
化
財
な
ど
の
見
学
（
７
月
）

●
キ
ャ
ン
プ
体
験
（
８
月
～
11
月
）

●
農
業
体
験
（
10
月
～
２
月
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

対
象　
高
校
生
、
大
学
生

定
員　
10
人
程
度

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
電
話
か
メ
ー
ル
で
社
会
教

育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
24
日
金

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

　

095shakai@
tow
n.tobe.ehim

e.jp

日程 内容

７月６日水 開講式・
オリエンテーション

８月９日火 講話
「栄養について学ぼう」

10月12日水 講話
「健康づくりの第一歩」

11月10日木 講話「いつまでも健口
でいるために」・閉講式

　
栄
養
を
切
り
口
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
吸
収
し
な
が
ら
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

楽
し
く
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

※
日
程
な
ど
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
９
時
～
13
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

定
員　
12
人

参
加
費　
調
理
実
習
１
回
３
０
０
円

申
込
方
法　
直
接
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
20
日
月

わ
い
わ
い
と
べ
（
栄
養
学
級
） 

教
室
生

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（
９
６
２
）
６
８
８
８

　

042kenko@
tow
n.tobe.ehim

e.jp



（9）広報とべ 2022.6

募
集

委員
委員名 地域公共交通会議委員 坂村真民記念館運営協議会委員
募集人数 ２人
職務内容 町の公共交通施策の推進についての審議 坂村真民記念館運営についての協議

資格

町内在住で 18歳以上の人
町の附属機関などの委員（３つ以上）でない人
町議会議員、行政委員会委員、町職員でない人
平日に開催する会議に出席できる人

任期 委嘱の日～令和６年６月 30日 ８月１日～令和６年７月 31日
募集期限 ６月 20日月 ７月 15日金
選考方法 書類審査の上、選考します。選考の結果は応募者全員に通知します。

応募方法

企画政策課と広田支所にある応募用紙を、
FAX、メールまたは郵送で企画政策課に提
出してください。
※応募用紙は
町ホームページ
からもダウンロ
ードできます。

社会教育課と広田支所にある応募用紙を、
FAX、メールまたは郵送で社会教育課に提
出してください。
※応募用紙は
町ホームページ
からもダウンロ
ードできます。

申し込み
問い合わせ

企画政策課地域振興係
〒 791-2195　宮内 1392
☎（962）7250　　 （962）4277
　 020kikaku@town.tobe.ehime.jp

社会教育課文化スポーツ係
〒 791-2120　宮内 1369
☎（962）5952　　 （962）7511
　 095shakai@town.tobe.ehime.jp

FAX FAX

詳しくは
HPを確認◀ 詳しくは

HPを確認◀

夏休み期間中の放課後児童クラブ利用者
　通年利用している児童以外でも小学校の夏休み期間中のみ放課後児童クラブを利用できます。
利用期間　７月 21日木～８月 31日水
実施時間　通常保育　７時 30分～ 17時 30分まで／延長保育　17時 30分～ 18時 30分まで
休業日　日曜日、祝日（土曜日は開所します）
保育料（月額）

区分 ７月の金額 ８月の金額 延長保育料
町民税および所得税課税世帯 3,000 円 6,000 円

2,000 円町民税非課税世帯
1,500 円 3,000 円母子・父子世帯および在宅障がい児（者）の

いる世帯（生活保護世帯を除く）
生活保護世帯 無料
●その他費用　傷害保険料と児童が直接消費する経費
申込方法　子育て支援課と各児童クラブにある必要書類等を、子育て支援課
か入所希望の児童クラブに提出してください。
※必要書類は町ホームページからもダウンロードできます。
申込期限　６月 17日金
※先着順ではありません。定員以上の申し込みがあった場合は、保育が必要な度合いの優先順位により
決定します。
※通年利用児童が優先のため、空き状況により入所できない場合があります。
※現在児童クラブに通っている児童で、希望があれば、夏休み期間のみ利用を休止することもできます。

問子育て支援課子ども福祉係☎ （962）6299

詳しくは
HPを確認◀
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募
集

とべ温泉「湯砥里館」 給食センター
募集人数 １人（女性） ３人程度
職務内容 フロント業務、清掃業務など 学校給食調理業務

資格 健康で体力に自信のある人 健康で体力に自信のある人、調理師資格を
有する人

勤務場所 とべ温泉「湯砥里館」 給食センター

勤務日
勤務時間

① 17時～ 24時
② 20時 30分～ 24時
①②ともに月７日程度
（土・日曜日、祝日勤務あり）

月～金曜日（祝日、学校長期休業中を除く）
８時～ 16時 45分

賃金 17 時～ 22時　時給 1,093 円
22時～ 24時　時給 1,311 円

日給 7,199 円
日給 7,578 円（資格あり）

申し込み
問い合わせ

とべ温泉「湯砥里館」
☎（962）7200

学校給食センター
☎（962）2240

共通項目
雇用期間　雇用日～翌年３月 31日
募集期限　随時
採用方法　書類および面接により決定
申込方法　履歴書（写真を貼る）を直接または郵送で各申込先に提出して
　　　　　ください。

詳しくは
HPを確認◀

学校教育課 山村留学センター
募集人数 ３人程度 各１人

職務内容 学校生活支援員（児童への学
校生活の補助など）

留学児童の指導監督、施設の
衛生管理（指導員） 調理、食材管理（調理員）

資格 健康で体力に自信のある人 健康で体力に自信のある人 健康で体力に自信のある人、
調理師資格を有する人

勤務場所 砥部・宮内・麻生小学校 町山村留学センター

勤務日
勤務時間

月曜日～金曜日（祝日、学校
長期休業中を除く）７時30
分～17時のうち学校が希望
する６時間程度
※勤務日、勤務時間とも学校
行事などで変更する場合あ
り。

学校長期休業中を除く６時30
分～21時のうち7時間45分
※超過勤務、週１日程度の宿
直勤務あり。

月曜日～金曜日（学校長期休
業中を除く）６時～10時45
分・16時～19時
土・日曜日、祝日７時～13時・
16時～19時
※１時間 15分の時間外勤務
含む

賃金 時給 874円 日給 7,199 円
宿直手当１回 6,100 円

日給 7,199 円
日給 7,578 円（資格あり）

申し込み
問い合わせ

学校教育課学校教育係
☎（962）4820

町山村留学センター
☎（969）2310

令和４年度会計年度任用職員（臨時職員）
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イ
ベ
ン
ト

イベント 新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、
変更する場合があります。ご利用の際は事前にご確認ください。

坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

▼酒井芳人遺作展
　2019 年７月に逝去された酒井芳人さんは、
青白磁や白磁に刻文を施した花器を制作するな
ど愛媛県指定無形文化財「砥部焼」技術保持者
でありました。故人を偲んで作品を展示します。
期間　６月 19日日まで
場所　２階企画展示室

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

問文化会館　☎（９６２)７０００

とべ動物園

えひめこどもの城

問とべ動物園　☎（９６２）６０００

問えひめこどもの城　☎（９６３）３３００

▼開館 10周年記念特別展
　「砥部の砥石で己れを磨け～ 97年の
　生涯を生き切った坂村真民の生き方～」
　展を開催中。
期間　８月 28日日まで

▼巨大シャボン玉をつくろう！
　上手に作れるかな？さまざまな形の道具を
使って、シャボン玉を作って遊ぼう！
日時　６月５日日※雨天中止
場所　芝生広場
申込方法　当日受付
※参加人数を制限する場合があります。

▼ポストカードプレゼント
　雨の日＆猛暑日（予想最高気温が 35度以上
の日）は先着 100 人にオリジナルポストカー
ドをプレゼント！！
日時　雨の日・猛暑日の開園日（通年）
場所　正面入口ゲート
対象　とべ動物園来園者
定員　100人（先着順）

▼「細田真子＆三村哲子　２台ピアノ故里
　公演～愛媛・砥部町編～」
日時　６月 26日日 14時（開場 13時）
入場料（全席自由）　一般 3,000 円（前売り 2,500
円）／高校生以下 1,500 円（前売り 1,000 円）
▼「倭 -YAMATO　日本ツアー 2022
　愛媛公演」
日時　７月 16日土 14時（開場 13時）
対象　４歳以上
入場料（全席指定）　一般 5,500 円（前売り 5,000
円）／中・高校生 4,500 円（前売り 4,000 円）／４
歳～小学生 4,000 円（前売り 3,500 円）
▼魅力ある愛媛の音楽家たちVol.18
「大萩康喜　尺八リサイタル～新鋭競演～
尺八・箏・琉球箏・日本舞踊」

日時　７月 18日　　  14 時（開場 13時）
対象　小学生以上
入場料（全席自由）　一般 3,500 円（前売り 3,000
円）／大学生以下 2,000 円（前売り 1,500 円）
※申込方法など詳しくは文化会館にお問い合わ
せください。

月・祝
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おやこ広場♪ハグハグ♪

ファミサポ講習会 ピアサポートこもれび広場

親子遊びの場の提供

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、変更する場合があります。ご利用
の際は、事前に各施設にご確認ください。

子 育 て ひ ろ ば

子育てサロン♪ポレポレ♪
日時　６月 14日火 10時～ 11時 30分
場所　砥部児童館
対象　乳幼児と保護者
問とべファミリー・サポート・センター
　（ファミサポ）☎（９６２）１９８８

①園庭開放
日時　毎週火曜日・水曜日９時～ 12時
対象　乳幼児と保護者

②ダビデ組
日時　６月 25日土９時～ 12時
対象　どなたでも
①②共通
場所　愛育幼稚園
　問愛育幼稚園☎（９６２）２２２４

砥部児童館
☎（９６２）２８６８

麻生児童館
☎（９５８）５１８７

とべ子育て
元気ねっと
Instagram

ぽっかぽか
☎（９５８）３４０５

砥部児童館、麻生児童館、ぽっかぽかの催し
詳しくは各ホームページをご覧ください。

子
育
て

　親子の遊び場を提供します。お気軽にお
越しください。
※天候不良のときは中止します。
対象　乳幼児と保護者

問子育て支援課子育て支援センター係
　☎（９０７）５６６５

開催日 時間 場所
６ 日月

10時～ 11時

広田保育所
９ 日木 砥部こども園
15日水 麻生幼稚園
21日火 宮内保育所
23日木 宮内幼稚園
29日水 麻生保育所

「子どものもしもの時に」
　子どもの命を助けるための方法と赤ちゃんや幼
児の救命救急の方法を学びます。
　日時　６月 16日木 10時～ 12時
　場所　中央公民館４階和室１・２
　講師　日本赤十字社　指導員
　申込期限　６月 10日金
　申し込み・問い合わせ　とべファミリー・サポート・
　センター☎（９６２）１９８８

日時　６月 17日金 10時～ 12時
場所　中央公民館 4階会議室 2
対象　お子さんの発達のでこぼこにより不安や
困りごとを感じている保護者
申し込み　特定非営利活動法人ぷちすてっぷ
（担当：武田）☎０８０（４０３５）２２４１
　 komorebi.tobe@gmail.com
問介護福祉課☎（９６２）７２５５
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☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

●開館時間●
9：00 ～ 18：00

図書館だより

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

●６月の予定●

図
書
館 
他

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

　

盲
目
の
人
気
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
榊
場

隆
平
に
因
縁
を
つ
け
た
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
が
銃
殺
さ
れ
る
。
容
疑
者
に
さ

れ
窮
地
に
立
っ
た
榊
場
を
、
彼
と
同

様
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
た
岬
洋
介
は

救
え
る
の
か
？

　
１
０
０
歳
近
く
生
き
つ
づ
け
て
、
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
ざ

ま
の
終
わ
り
を
見
と
ど
け
る
こ
と
だ

け
で
あ
っ
た
｜
。
切
に
愛
し
、
い
の

ち
を
燃
や
し
、
ペ
ン
一
筋
に
生
き
抜

い
た
瀬
戸
内
寂
聴
99
歳
、
最
期
の
長

篇
エ
ッ
セ
イ
。

『おわかれは
モーツァルト』

中山　七里
宝島社　刊

『その日まで』
瀬戸内　寂聴
講談社　刊

　

小
学
校
中
退
な
が
ら
も
独
学
で
植

物
研
究
に
没
頭
し
た
牧
野
富
太
郎
。
東

京
大
学
理
学
部
植
物
学
教
室
に
出
入

り
を
許
さ
れ
、
新
種
の
発
見
な
ど
目

覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
る
が
…
。
稀

代
の
植
物
学
者
を
描
く
長
編
小
説
。

『ボタニカ』
朝井　まかて
祥伝社　刊

新
着
紹
介

『
落
花
流
水
』 
鈴
木
る
り
か

『
階
段
ラ
ン
ナ
ー
』 

吉
野
万
理
子

『
奔
流
の
海
』 

伊
岡　
　
瞬

『
サ
ン
セ
ッ
ト
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
』 

楡　
　
周
平

『
母
の
待
つ
里
』 

浅
田　
次
郎

『
山
狩
』 

笹
本　
稜
平

『
月
の
光
の
届
く
距
離
』 

宇
佐
美
ま
こ
と

『
ア
ク
ト
レ
ス
』 

誉
田　
哲
也

『
鶴
』 

夏
井
い
つ
き

『
初
心
』 

井
上　
康
生 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に　
～
教
科
書
無
償
運
動
～

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
、
間
も
な
く
２

カ
月
で
す
。
小
学
１
年
生
た
ち
も
学
校

に
な
れ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。

　
１
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
新

し
い
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ

バ
ン
の
中
に
は
、
教
科
書
と
一
緒
に
夢

や
希
望
、
憧
れ
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
教
科
書
は
、
今
で
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
無
償
で
給
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
前
は
有
料
で
し
た
。
無
償
に
な
っ
た

の
は
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
運

動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
施

策
の
１
つ
で
す
。

　

教
科
書
無
償
を
目
指
す
運
動
は
、

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
教
科
書
代

を
大
き
な
負
担
と
感
じ
て
い
た
高
知
県

の
被
差
別
部
落
の
母
親
た
ち
の
運
動
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
母
親
た
ち
は
、
学

校
の
教
師
や
地
域
の
組
織
・
団
体
、
多

く
の
人
々
に
働
き
か
け
、
教
科
書
無
償

運
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
運
動
の
成
果
も
あ
り
、１
９
６
２
（
昭

和
37
）
年
に
国
会
で
「
義
務
教
育
諸
学

校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
翌
昭
和
38
年

度
に
小
学
１
年
生
に
給
与
さ
れ
、
以
降
、

順
次
学
年
を
追
っ
て
毎
年
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
44
年
度
に
は
小
・
中
学
校

全
学
年
に
無
償
で
給
与
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
小
学
１
年
生
に
配
ら
れ
る
教
科
書
の

入
っ
た
袋
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

　

こ
の
教
科
書
の
無
償
給
与
制
度

は
、
憲
法
に
掲
げ
る
義
務
教
育
無
償

の
精
神
を
よ
り
広
く
実
現
す
る
も
の

と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

対
し
、
我
が
国
の
繁
栄
と
福
祉
に
貢

献
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
民
全
体
の

願
い
を
込
め
て
、
そ
の
負
担
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

文
部
科
学
省

　
教
科
書
の
大
切
さ
を
伝
え
、
夢
や
希

望
、
憧
れ
を
実
現
す
る
教
育
に
つ
い
て

も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
。

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

み
ん
な
の
人
権
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俳
句
砥
　
部
　
句
　
会

俳
句 

他

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

テ
レ
ビ

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
返
品
情
報
を
よ
く

確
認
！

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

む
か
し
の
道
具

　

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
ブ
ラ
ウ
ン
管
が
発

明
さ
れ
て
以
降
、
テ
レ
ビ
の
実
用
化
実
験
が
世
界

各
国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
戦
後
に
な
っ

て
国
産
の
白
黒
テ
レ
ビ
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
時
は
高
価
で
一
部
の
家
や
街
頭
に
置
か
れ
た
テ

レ
ビ
に
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。一
般
家
庭
に
広
ま
っ

た
の
は
昭
和
30
年
代
で
す
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
（
写
真
）
は
、
液
晶
の
薄

型
テ
レ
ビ
が
広
ま
る
平
成
時
代
の
後
半
ま
で
生
産

さ
れ
、「
ブ
ラ
ウ
ン
管
」
が
テ
レ
ビ
の
代
名
詞
で
し

た
。
箱
型
の
ほ
か
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
、
足
付
き

の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
初
期
は
テ
レ
ビ
に
付

い
て
い
る
ツ
マ
ミ
を
手
で
回
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

切
り
換
え
ま
し
た
。
ボ
タ
ン
が
付
い
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
後
に
リ
モ
コ
ン
で
切
り
換
え
る
タ

イ
プ
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
「
１
週
間
以

内
返
品
可
能
」
と
言
っ
て
い
た
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
を
購
入
し
た
。
う
ま
く
使
え
な

い
た
め
返
品
を
申
し
出
た
が
「
通
電
し
た

商
品
は
返
品
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

録
画
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
最
後
に
小
さ

な
文
字
で
表
示
さ
れ
て
い
た
が
気
が
付
か

な
か
っ
た
。
返
品
し
た
い
。

相談事例

◆
番
組
内
で
返
品
可
能
と
紹
介
さ
れ
て
い

て
も
「
未
開
封
・
未
通
電
に
限
る
」
な
ど

条
件
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
商
品
の
印
象
や
価
格
の
お
得
感
ば
か
り

に
気
を
取
ら
れ
ず
、
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ

う
。

◆
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
は
な
く
、
返
品
条
件
は
事
業
者
の
定

め
た
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
注
文
時
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
返
品
条

件
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

アドバイス

砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
所
蔵

遠
足
や
新
任
教
師
先
頭
に�

大
西
　
一
教

父
と
行
く
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
花
吹
雪�

篠
崎
　
伶
子

燕
つ
ば
め

来
る
平
和
な
空
で
あ
り
に
け
り�

長
曽
我
部
弓
子

畦あ
ぜ
み
ち道
は
蓬よ
も
ぎの
青
む
頃
と
な
る�

中
岡
セ
ツ
コ

チ
ャ
イ
ム
鳴
る
雲ひ
ば
り
の
雀
野
遠
く
見
下
ろ
し
て�

長
戸
ふ
じ
子

鍬く
わ

止
め
て
畑
の
風
に
春
惜
し
む�

葊
末
　
榮
子

草
餅
や
眼ま
な
う
ら裏
に
あ
る
粉こ
び
き
う
す

挽
臼�
福
岡
い
つ
子

少
年
の
立
志
を
祝
ふ
松
の
芯�

福
岡
　
繁
平

競
り
あ
ひ
て
青
葉
若
葉
と
な
り
に
け
り�

松
林
　
静
子

遠
足
の
リ
ュ
ッ
ク
に
バ
ナ
ナ
茹ゆ
で
た
ま
ご卵�

宮
田
　
弘
道

城
山
に
見
知
ら
ぬ
人
と
春
惜
し
む�

向
井
　
章
子

渓
谷
の
日
差
し
か
が
よ
ふ
濃こ
や
ま
ぶ
き

山
吹�

向
井
　
初
子

空
屋
に
も
真
つ
直
ぐ
伸
び
る
松
の
芯�

森
　
　
安
子
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情
報
あ
れ
こ
れ

各
種
情
報 

他

　
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
６
月
16
日
木
・
８
月
18

日
木
・
10
月
20
日
木
・
12
月
15

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録

　
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ま
ず

労
働
委
員
会
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

労
働
委
員
専
門
相
談

相
談
日　
毎
月
第
４
金
曜
日
14

時
30
分
～
17
時（
事
前
予
約
制・

先
着
３
人
程
度
）

事
務
局
職
員
相
談

相
談
日　
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分

問
愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
（
９
１
２
）
２
９
９
６

労
使
間
の
個
別
ト
ラ
ブ

ル
無
料
労
働
相
談

①
登
録
申
請
相
談
会

　
登
録
申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
27
日
月
14
時
～
14

時
50
分

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
時　
６
月
27
日
月
16
時
～
16

時
50
分

①
②
共
通

場
所　
松
山
税
務
署
（
松
山
若

　
講
演
と
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
29
日
水
13
時
30
分

～
15
時
45
分

場
所　
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
松

山
市
山
越
４
５
０
）

定
員　
３
０
０
人

問
愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協

働
課
☎
（
９
１
２
）
２
３
３
２

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会

（
事
前
予
約
制
）

第
27
回
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
推
進
県
民

大
会

日
木
・
令
和
５
年
２
月
16
日
木

●
刀
剣
類　
13
時
～
17
時
（
受

付
は
16
時
30
分
ま
で
）

●
古
式
銃
砲　

16
時
～
17
時

（
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）

会
場　
愛
媛
県
庁
第
一
別
館
３

階
第
３
会
議
室
（
８
月
18
日
の

み
愛
媛
県
立
図
書
館
５
階
多
目

的
ホ
ー
ル
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
愛
媛
県
教
育
委
員
会
管
理
部

文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
グ

ル
ー
プ
☎
（
９
１
２
）
２
９
７
５

草
合
同
庁
舎
）
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法　
電
話
で
松
山
税
務

署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

は
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
案

内
し
て
い
ま
す
の
で
、「
２
」

を
選
択
（
プ
ッ
シ
ュ
か
ダ
イ
ヤ

ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
山
税
務
署

☎
（
９
４
１
）
９
１
２
１

お
知
ら
せ

相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談 ６月 ９ 日木 10時～ 12時
中央公民館

社会福祉協議会
☎（９６２）７１００６月 23日木 10時～ 12時

行政相談 ６月 １ 日水 ９ 時～ 12時 総務課総務管理係
☎（９６２）６１１０６月 25日土 10時～ 12時 ひろた交流センター

人権相談 ６月 １ 日水 ９ 時～ 12時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２広田老人憩いの家

各 種 相 談

編
集
後
記

　
今
月
号
の
特
集
で
は
自
然

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
雨
期
に
入
り
自
然

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
災
害
に
対
し
て
事
前

に
準
備
す
る
こ
と
、
災
害
発

生
時
に
素
早
く
対
応
す
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
私
は
こ

の
時
期
に
な
る
と
防
災
グ
ッ

ズ
の
確
認
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

（
平
田
）

　
実
施
す
る
内
容
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

J
I
C
A
海
外
協
力
隊

　
世
界
70
カ
国
で
９
分
野
、
約

１
２
０
職
種
の
仕
事
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
技

術
・
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
期
限　
６
月
30
日
木

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務

局
☎
０
４
５
（
４
１
０
）
８
９
２
２

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

募
集
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「ＳＤＧｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ）持
じぞく か の う
続可能な開

かいはつもくひょう
発目標」とは

　ＳＤＧｓの取り組みは、決して新しいことではありません。今までもやってきたことであったり、少
しのがんばりであったりと、一人ひとりの小さな取り組みがつながることで大きな力となって、持続可
能なよりよい社会がつくられるのです。

問企画政策課企画政策係☎（９６２）７２５０

　世
せか い
界が抱える問題をみんなで解決し、「誰ひとり取り残さない」社会をつくり、みんなが「幸せだな」

と思える世界にするために必要な 17個の目標のことです。

～私たちにできること～

　　毎年、世界中の人々の体
たいじゅう
重を合

ごうけい
計したものと同

おな
じ重

おも
さのプラスチックごみが世

せかい
界で発

はっせい
生してい

ます。さてそれはどれくらいの量
りょう
だと思いますか？

１  １億
おく
トン　　２  ２億トン　　３  ３億トン

●ゴミの分別を徹
てってい
底し、再利用しましょう！

●マイボトルを使用し、ペットボトルやストローの使用を
減らしましょう！
●マイエコバックを使用し、レジ袋の使用を減らしましょう！

Q

3  ３億トン正解は
　私たちが使っているペットボトルやレジ袋

ぶくろ
などのプラスチックごみが年

ねんかん
間 800 万トン、海に流

なが
れ

出ています。このままだと、海のプラスチックごみの量は、2050 年までには海の魚の量を上回ると
の予

よそう
想もあります。

　海の多
たようせい
様性が失われることは、私たちの食

しょくたく
卓に魚が届

とど
かなくなるだけではなく、水

すいしつ
質の悪

あっ か
化や海

かいがん
岸

の浸
しんしょく
食にもつながると言われています。

　ＳＤＧｓの目標 14「持続可能な開発のために海
かいよう
洋・海洋資

しげ ん
源を保全し、持続可能な形で利用する」

を達成するために、まずは、私たちにできることから始めてみませんか？意外と、すでにやっている！
ということもあるかもしれませんよ。

広告 広告

会員募集
あ な た の 明 る さ を

あ な た の 元 気 を 活 か し
楽 し い 絆 づ く り を ！

砥 部 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー
砥 部 町 原 町 ２４９

電 話  ０８９－９５８－７７７６


